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▼アジアの国々を侵略した事を、あまりに美化しすぎ！





　「アサココ」を見て、日野市から参加しました。遊就館は知らなかったので見学してショックを受けました。アジアの国々を侵略した事を、独立させるためであったとか、あまりに美化しすぎ。館のアンケートに「こんなに多くの若者を死なせた責任は誰にあるのですか？」「英霊は安らかに眠らないで、また戦争が起きないよう、化けて出てきてほしい」と書きました。


帰宅して資料を読みましたが、また見学したいと思います。


（日野市・田辺幸子）








▼好戦的な場ではないはずなのだが･･･





明治維新以後、日清、日露、太平洋戦争に至る戦争の記憶、歴史が呼び覚まされる場所であった。都心に広い敷地、鳥居が四つもある重々しい社殿。戦争博物館とも言える遊就館では、人間魚雷回天、つぶれた飯盒、ずらーっと並ぶ戦死者の遺影などが生々しい。好戦的な場ではないはずなのだが。（深大寺北町・二見真由美）





▼この神社は軍国日本を地べたから支えていた施設だと実感





かつて靖国神社近くに職場があり、桜の季節になると足を運んでいました。しかし、ただ漫然と満開の桜を眺めるだけでした。今回、講師の丁寧なガイダンスで、境内のモニュメントやレリーフが表象するものを知り、改めてこの神社が明治以来の軍国日本を地べたから支えていた施設だと実感しました。富国生命保険の前身が富国徴兵保険だったなどということも初めて知りました。中身の濃いフィールドワークでした。


（東大和市・木下　究）





▼まるでアニメの世界





遊就館の内容もさることながら、予想以上に美しく明るいトーンに衝撃を受けた。戦争をこんなにきれいに展示できるものなのか。


まるっきりアニメの世界だ。若い人も結構はいっていたが、これで戦争のイメージが作られたら、と思うとぞっとする。　


（布田・石川康子）





▼想像通り戦没者の慰霊さえなく、侵略戦争を正当化する展示





20年ほど前、たまたま｢英霊の言乃葉｣を読みました。それ以来、靖国神社は重く苦しい存在となり、境内に足を踏み入れることが出来ずにいました。また、遊就館は侵略戦争を美化する施設との思い込みから、出かける気にもなれませんでした。今回、遊就館で目にしたものは、想像どおり戦没者の慰霊さえなく、侵略戦争を正当化する展示です。加害も被害も、アジア・太平洋戦争の実相をうかがうことすら出来ません。他国への加害をみとめず、反省を共有できない私たちは、また戦争を起こしてしまう！と思いました。


（菊野台・森本早智子）





▼戦没者遺骨の扱い方





靖国神社には、遺骨はありません。


今年４月、「戦争社会学研究会大会」での、李貞善さんの報告「戦争、身体、記憶、『ポピー』ベルギー・フランドールから韓国・国連記念公園へ」で、イギリスでは「他国の戦地からの不送還、現地埋葬」が、政策であること、それが文化でもあること、を初めて知りました。


第一次世界大戦（１９１４～１８年）と第二次世界大戦（１９３９～４５年）、朝鮮戦争（１９５０年６月25日～５３年７月27日）で、他国に埋葬された、英連邦戦没者について、全階級の軍人の遺骨を平等に扱う＝他国の戦地からの不送還、現地埋葬「ともに死んだ者よ、ともに横たわれ」。


朝鮮戦争の英連邦戦没者は、韓国釜山近くの党谷（タンゴク）のUnited Nations Cemetery（国連墓地）に葬られています。アメリカの、ベトナム戦争時の遺体回収（掘り出して自国内に再埋葬する）の記憶に目を覆われていて、どこの国でも戦没者の遺骨を持ち帰ろうとするものだと、思い込んでいました。


（若葉町・むらき数子）














第１９５回（11月）例会　参加費300円





お話と映像 ｢玉砕｣の島 語られなか


った真実　サイパン･テニアン


お話：太田直子さん


　　　　　　　　記録映像制作者／早稲田大


　　　　　　　　　　　学ジャーナリズム大賞受賞


日時:１１月１１日(土)13:30～


場所:あくろすホール１





第１９６回（12月）例会　参加費300円


＜九条の会大行動呼応／｢憲法ひろば｣発足１９年＞





戦争への道 軍事大国化と明文改憲を許すな！　お話：大江京子さん


　　　　　　　　　　弁護士、改憲問題対策法律


　　　　　　　　　　家６団体連絡会・事務局長


日時:１２月１０日(日)13:30～


場所:あくろすホール





第１９７回（２４年１月）例会





映像とお話 石垣島の状況を中心に代


執行問題も含めた沖縄問題


お話：湯本雅典一さん


　　　　　　　　　　映像ジャーナリスト


日時:２０２４年１月１４日(日)13:30～


場所:たづくり1002　　　　参加費300円
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